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社協だより

発小

野町社会福祉協議会

 

 第 6 7 号
行

R3.10.26

本町長寿会

つつじの里

認  知
症サポーター“認知症サポーター”は、何か特別なことをする人たちではありません。

認知症を正しく理解し、もし身近に認知症の人がいたときにそっと見守る、
そっと手助けする方が地域にたくさんいることを目指して実施しています。

「こんな時どうしたらいいんだろう？」「認知症ってどんなこと？」
この講義が、皆さんの疑問解決のヒントになるといいな、と思います。

講座を受けるには？○一般町民向け講座
　定期的な開催。町広報、社協だより等でお知らせしますのでお申込下さい。
○団体向け講座
　企業、自治会、PTA、お友達同士、職場、育成会など１０人以上（少数は要相談）の受講申込で

　実施します。

対象者は？
○町内在住の方、町内に通勤通学されている方○町内の企業、自治会、各種団体等○年齢は問いません

講座の内容は？
○時間は６０分から９０分○認知症の理解

○認知症の方との接し方について○認知症サポーターができること　※認知症予防の講演会ではありません
認知症サポーター養成講座　問い合わせ先地域包括支援センター　   ☎ 72-2128

【サポーターカード】受講された方には、認知症サポーターの証「サポーターカード」を贈呈します。

参加費は無料です

　令和 3 年 7 月 20 日には老人クラブ「本町長寿会」の会員を対象に、8 月 27 日には地域密着型特別養
護老人ホーム「つつじの里」の職員を対象に認知症サポーター養成講座を開催しました。
　講座では、認知症への理解、認知症の方への接し方等を説明しました。講座後のアンケートでは、「間違っ
た認知症の知識もあり、もっと詳しく話を聞きたいと思った」「認知症の方への声掛けや関わり方が具体的で
よく分かった」等のお声が聞かれました。
　受講された方には、認知症サポーターの証として、オレンジリングやサポーターカードが贈呈されました。

認知症サポーター養成講座

　小野町社会福祉協議会では個人情報保護法に関して適用されている法令、国が定める方針その他の
規範を遵守し、保有する個人情報の保護に努めます。

社協だよりは赤い羽根共同募金の配分金を受けて発行しています。

社会福祉法人小野町社会福祉協議会
〒963-3401 田村郡小野町大字小野新町字美売 57 番地 1
TEL 0247-72-6866　FAX 0247-71-0471
MAIL ono-shakyo@sunny.ocn.ne. jp

○小野町指定特定相談支援事業所
　TEL 0247-61-6101　　FAX 0247-71-0471
○小野町居宅介護支援センター
　TEL 0247-72-6377　　FAX 0247-71-0471
○小野町デイサービスセンター
　TEL 0247-72-6777　　FAX 0247-72-6790
○小野町地域包括支援センター
　〒963-3401 田村郡小野町大字小野新町字品ノ木 111
　TEL 0247-72-2128　　FAX 0247-61-6102
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地域の福祉活動を応援する募金『赤い羽根』
～赤い羽根共同募金にご協力をお願いします～

令和3年度スローガン

令和2年度、小野町の皆さまから
お寄せいただいた募金

　今年も10月1日から12月31日まで、赤い羽根共同募金運動が実施されています。
赤い羽根共同募金は、社会福祉法に基づいて全国一斉に行われる、地域福祉の推進を図る
ための募金運動です。
　昨年の共同募金運動では、小野町全体でご協力をいただき、学校や団体などの福祉活動
に役立たせていただくことができました。誠にありがとうございました。
　今年度も新型コロナウイルス感染症対策を行い、安心安全に募金活動をおこないますの
で、ご理解とご協力をお願いいたします。

2,131,376円
赤い羽根共同募金
1,636,668円

歳末たすけあい募金
494,708円

行動と　あなたの気持ちで　変わる未来

募
金
内
訳

戸別募金
街頭募金
イベント募金
法人募金
職域募金
学校募金
その他の募金

各世帯から1戸 400 円のご協力をいただいた募金です。
街頭でご協力いただいた募金です。
小野町のイベントなどの参加者にご協力をいただいた募金です。
「企業」を対象とした募金です。
各種団体、企業の従業員さんにご協力いただいた募金です。
小学校、中学校、高等学校で、生徒及び先生方に呼びかけていただいた募金です。
個人の皆様などからご協力いただいた募金です。

小野町地域包括支援センター

小野町社会福祉協議会

小
野
イ
ン
タ
ー
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令
和
3
年
10
月
14
日
、
日
本
赤
十
字
社
へ
多
額
の
ご

寄
付
を
い
た
だ
い
た
石
塚
尋
朗
様
に
、
日
本
赤
十
字
社

社
長
感
謝
状
を
日
本
赤
十
字
社
小
野
町
分
区
長
で
あ
り

ま
す
村
上
昭
正
会
長
よ
り
お
渡
し
し
ま
し
た
。

　
石
塚
尋
朗
様
か
ら
は
、継
続
的
に
ご
支
援
を
い
た
だ
い

て
お
り
、
温
か
い
ご
協
力
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
い
た
だ
い
た
ご
寄
付
は
、
い
の
ち
と
健
康
を
守
る
た

め
の
様
々
な
活
動
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
た
び
の
ご
寄
付
に
対
し
、
紙
上
よ
り
厚
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

石
塚
　尋
朗 

様▲左から石塚尋朗様、
村上昭正分区長

石塚尋朗様

▲

　
小
野
高
等
学
校
様
よ
り
花
の
寄
贈

が
あ
り
ま
し
た
。

　
色
と
り
ど
り
の
花
は
、
玄
関
周
り

に
飾
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
利
用
者
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　
職
員
一
同
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　こ
の
た
び
私
こ
と
、
小
野
町
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長

を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
小
野
町

の
福
祉
向
上
の
た
め
精
一
杯
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
指
定
相
談
事
業
所
、
居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
所
長
も
兼
任
い
た
し
ま

す
の
で
、
各
職
員
共
々
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
）

小
野
高
等
学
校 

様

事
務
局
長
就
任
挨
拶吉 

田

　浩 
祥

　

　
　

 

（
七
月
一
日
付
就
任
）

　
10
月
1
日
よ
り
小
野
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
勤
務
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
、
坪
井
裕
一
と
申
し
ま
す
。

　
一
日
で
も
早
く
小
野
町
の
み
な
さ
ん
の
た
め
に
貢
献
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 社

会
福
祉
士
兼
介
護
支
援
専
門
員

　
坪
井
　
裕
一

　
　
　
（
十
月
一
日
付
新
採
用
）

新
採
用
職
員
紹
介

◇
小
野
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

◇
小
野
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
臨
時
看
護
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
川
原
　
幸
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
月
十
五
日
付
採
用
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
郡
司
　
美
代
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
月
二
十
七
日
付
採
用
）

〈組織運営事業〉 　
理事会　3回　
評議員会　1回　
臨時評議員会　2回
評議員解任・選任委員会1回　
監査会　2回
社会福祉協議会会費　2,914戸
寄付金　篤志　3件
遺志　83件

〈心配ごと相談事業〉
資金の相談　5件
その他　2件

〈生活困窮者自立支援事業〉
生活福祉資金貸付事業（県社協）　18件
特例生活福祉資金貸付事業（県社協）　30件
福祉基金貸付事業（町社協）　11件
自立相談支援機関（就職活動）　10件
〈日常生活自立支援事業〉
契約者数　11名
相談件数　351件
対応時間　367時間

〈地域福祉事業〉
ふれあいあったかサロン　20団体
障がい者サロン　1団体

〈在宅福祉サービス〉
寝具丸洗い乾燥消毒サービス　31名
出張理髪サービス　18名

〈福祉車両・備品貸出事業〉
福祉車両　22件
車椅子貸出　4件
テント　1件

〈広報活動事業〉
社協だより（年3回発行）
ホームページ運営

〈各種団体への支援〉
福祉団体への助成事業　6団体
三世代交流事業　10団体

〈敬老会事業〉
コロナウイルス感染対策のため中止

〈百歳賀寿事業〉
百歳賀寿贈呈者　5名

〈ボランティアセンター事業〉
ボランティア登録者133名（6団体）
ボランティア斡旋0件

〈障がい者福祉事業〉
計画作成68件
モニタリング97件
障害支援区分認定調査等業務受託　23件

〈共同募金事業〉
〈赤い羽根共同募金〉
赤い羽根募金件数 27件

〈歳末たすけあい募金〉
歳末たすけあい見舞金配分件数 　67件

〈日本赤十字社事業〉
日赤社資　2,918件

〈小野町地域包括支援センター事業〉
〈包括的支援事業〉 
介護予防ケアマネジメント　
　指定介護予防支援　425名
　総合事業利用者　　542名
総合相談支援業務 590件
権利擁護業務 5件 
包括的・継続的ケアマネジメント 支援業務 　　
介護支援推進会議の開催 1回 　　
介護支援専門員からの相談 57回
支援困難事例等への助言・相談業務　6件
各専門職種等研修会　6件
任意事業及びその他の業務
介護予防・日常生活総合事業対象者支援
緊急通報システム設置等に関する対象者支援
介護給付件交付事業に関する対象者支援
徘徊高齢者位置情報サービス利用に関する対象者支援
高齢者住宅改修女性交付金事業実態調査

〈地域包括ケアシステム構築〉 
地域ケア会議、在宅医療・介護連携 推進事業
生活支援体制整備事業、 認知症総合支援事業

〈居宅介護支援センター〉 　
介護給付費保険業務 1,715件 　
認定調査受託業務 63件

〈デイサービスセンター〉 　
通所介護　延利用者数　9,547人 
認知症対応型通所介護事業 延利用者数　2,126人

令和2年度決算及び事業報告

《支出》

寄

　付

寄

　贈

デイサービス
センター事業
99,460,130 円

居宅介護支援事業
23,404,230 円

法人運営事業
28,558,650 円

地域包括支援
センター事業
20,418,987 円

障がい者
相談支援事業
6,317,742 円

地域福祉事業
2,878,375 円

共同募金
配分金事業
1,061,800 円

ボランティア
センター事業
210,914 円
地域福祉基金
積立金

3,006,034 円

合計金額
185,316,862 円

介護保険事業
138,273,776 円

県・町受託金
21,777,257 円

寄付金
3,016,000 円

補助金
2,557,660 円

会費
874,200 円

受取利息配当金
19,806 円 その他

4,726,000 円

取崩収入
6,008,095 円

前期繰越金
5,560,548 円

障がい者相談支援事業
2,503,520 円

合計金額
185,316,862 円

《収入》
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訪問理髪サービス事業
　前年度まで実施していた「出張理髪サービス事業」が新たに「訪問理髪サービス事業」とし
て実施することになりました。実施内容は以下の通りです。

①要介護4又は要介護5と判定された65歳以上の寝たきり若しくは寝たき
　りの生活が主体となっている在宅高齢者
②身体障害者手帳1級又は2級の交付を受けている在宅障がい者

訪問理髪店が利用者宅を訪問し無料で散髪を行います（散髪のみ）

詳細については当協議会までお問い合わせください。

詳細については当協議会までお問い合わせください。

対　象　者

サービス内容

利 用 回 数

　当協議会では、在宅で寝たきりの方に対し、寝具の洗濯、消毒を行っています。

小野町に住所がある 65 歳以上で要介護 3 以上の介護認定を受け、その
状態が在宅で 6 か月以上続いている方。

年 2 回（6 月・12 月）

・本人の利用する寝具類に限定させていただき
　ます。
・対象となる寝具類は所定の料金表に基づき、6千
　円の範囲内であれば無料でご利用いただけます。
　なお、6千円を超えた分は利用者負担になります。

対　象　者

サービス内容

利 用 回 数

寝具丸洗い乾燥消毒サービス事業

小野町社会福祉協議会 職員募集小野町社会福祉協議会 職員募集
採用職種　看護師（正職員）
募集人数　若干名
応 募 資 格 　看護師

●応募方法／

●試験内容／ 教養試験、面接試験

指定の申込用紙は、小野町社会福祉協議会で交付します。ホームページからのダウンロードまたは郵送でも請求は可能です。
郵便により申込用紙を請求する場合は、封筒の表に「受験申込用紙請求」と朱書し、120円切手を貼った自分宛の返信用封筒
（角型２号）を必ず同封してください。

採用職種　介護支援専門員（正職員）
募集人数　若干名
応 募 資 格 　介護支援専門員

利用決定の属する月
4月 から 6月
7月 から 9月

10月 から 12月
1月 から 3月

年度内利用回数
4回
3回
2回
1回

4半期毎に1回迄（合計年4回まで）利用可
（または年度途中決定の方は下表による）

篤 志

遺 志

善意のご寄付ありがとうごいました
　『社会福祉のためにお役立てください』と、社会福祉協議会に対し多くの方々より多額の
ご寄附をいただきました。お寄せいただいた浄財は、社会福祉事業の資金として役立たせて
いただきます。
　今回は令和3年6月から令和3年9月までにご寄付いただいた皆様のご芳名を掲載させていた
だきます。（敬称略）

先　﨑　良　知（谷津作）
橋　本　善　好（本　町）
吉　田　知　由（飯豊中）
村　上　昌　一（谷津作）
村　上　智　彦（浮　金）
橋　本　利　勝（反　町）
深　井　一　善（飯豊中）
先　﨑　勝　人（夏　井）
佐　藤　金　哉（浮　金）
宗　像　弘　一（飯豊中）
𠮷　田　　𠮷　（夏　井）
先　崎　　勝　（夏　井）
西　牧　房　志（小野山神）
吉　田　　峻　（皮籠石）
今　泉　清　子（夏　井）
舘　川　秀　雄（吉野辺）

多　熊　正　英（夏　井）
遠　藤　英　信（谷津作）
先　﨑　　傳　（大　八）
村　上　保　良（小野赤沼）
先　﨑　新　吉（浮　金）
柏　　　政　雄（小戸神）
久保木　昭　一（夏　井）
矢　吹　德　光（小野赤沼）
佐久間　　甫　（谷津作）
郡　司　広　幸（小戸神）
柏　原　雅　光（本　町）
生天目　治　夫（大　八）
生天目　守　一（浮　金）
羽　生　一　久（飯豊上）
大和田　　寬 　（荒　町）

（故　父　先　﨑　孝　吉）
（故　父　橋　本　善　吾）
（故　父　吉　田　慶　嗣）
（故　妻　村　上　マ　サ）
（故祖母　村　上　フ　ミ）
（故　父　橋　本　　健　）
（故　母　深　井　好　子）
（故　妻　先　﨑　恵　子）
（故　父　佐　藤　正　人）
（故　父　宗　像　弘　栄）　
（故　父　𠮷　田　𠮷　𠮷）　
（故　父　先　﨑　欣　一）
（故　父　西　牧　四　郎）
（故祖父　吉　田　保　虎）
（故　夫　今　泉　竹　𠮷）
（故　父　舘　川　重太郎）

（故　母　多　熊　トシ子）
（故　母　遠　藤　トシヱ）
（故　母　先　﨑　百合子）
（故　父　村　上　幸　一）
（故　父　先　﨑　新　一）
（故　父　柏　　　　守）
（故　妻　久保木　キヨ子）
（故　母　矢　吹　ミツイ）
（故　母　佐久間　佳　子）
（故祖母　郡　司　ナ　カ）
（故義母　大　橋　アイ子）
（故　母　生天目　テ　ル）
（故　父　生天目　　守）
（故　父　羽　生　久　三）
（故　父　大和田　幸　雄）

郡山ヤクルト販売(株)　代表取締役　中原　雅夫
長谷川　時江（浮金）
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行事
小野町デイサービスセンターより

●●● おのまちあったかサロン ●●●

　地域に住む高齢者が気軽に集まり、地域住民相互の交流を推し進め、参加者の生きがいと地域の支え合
いの力を高めることを目的としたサロンが開催されています。
　小野町社会福祉協議会は、町、小野町民生委員協議会と協力し、サロン活動の支援を行っています。

 ●地域住民やボランティアとの茶話会などによる交流　●健康づくり
 ●介護予防に関すること　●世代間交流活動　●趣味　●レクリエーション

 ●65歳以上の高齢者としていますが、必要と認めた地域住民については
 　65歳に関わらず対象者としております。

内  容

対象者
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 小野町地域包括支援センターより 

　花壇の花植えを行いました。利用者の方々は笑顔で
昔話に花を咲かせながら取り組まれていました。

花壇の花植え（６/17）

　4日間敬老会を行いました。職員余興に加え利用者の方々のカラオケも行われました。
また、長寿のお祝いと感謝状が贈呈されました。

敬老会（9/13～9/16）

利用者作品展

西牧　芳子様  作 岩井　ケサミ 様  作 大樂　千枝子 様  作

　利用者の西牧芳子様が折り紙で宝船を作り持参されました。他の利用者の方々も折り方を習い宝船を
作りました。

感謝
状
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行事
小野町デイサービスセンターより
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 ●地域住民やボランティアとの茶話会などによる交流　●健康づくり
 ●介護予防に関すること　●世代間交流活動　●趣味　●レクリエーション

 ●65歳以上の高齢者としていますが、必要と認めた地域住民については
 　65歳に関わらず対象者としております。

内  容

対象者

　
9
月
は「
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
」と
な
っ
て
お
り
、

認
知
症
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、ふ
る
さ
と
文
化
の

館
に
て
認
知
症
の
基
礎
的
な
知
識
、予
防
方
法
に
関
す
る

書
籍
等
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
認
知
症
関
連
書
籍
は
、ふ
る
さ
と
文
化
の
館
、小
野
町
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
て
常
時
貸
し
出
し
を
行
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、ど
う
ぞ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

〈
小
野
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
７
２-

２
１
２
８
〉

認
知
症
図
書
コ
ー
ナ
ー

三
川
フ
ラ
ワ
ー
サ
ロ
ン

　
令
和
3
年
7
月
1
5
日
、
お
の

ま
ち
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
山
口

愛
様
を
講
師
に
招
き
体
操
教
室
を

行
い
ま
し
た
。

　
適
度
に
体
を
動
か
す
こ
と
に
よ

り
、
筋
力
や
身
体
機
能
の
向
上
、
健

康
の
維
持
・
促
進
に
効
果
的
で
す
。

さ
ら
に
、
脳
に
も
刺
激
に
な
り
認
知

症
予
防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
椅
子
に
座
っ
て
足
踏
み
を
し
た

り
、
手
首
や
足
首
、
首
を
回
し
た

り
み
な
さ
ん
も
筋
力
・
体
力
を
保

ち
ま
し
ょ
う
。

 小野町地域包括支援センターより 

　花壇の花植えを行いました。利用者の方々は笑顔で
昔話に花を咲かせながら取り組まれていました。

花壇の花植え（６/17）

　4日間敬老会を行いました。職員余興に加え利用者の方々のカラオケも行われました。
また、長寿のお祝いと感謝状が贈呈されました。

敬老会（9/13～9/16）

利用者作品展

西牧　芳子様  作 岩井　ケサミ 様  作 大樂　千枝子 様  作

　利用者の西牧芳子様が折り紙で宝船を作り持参されました。他の利用者の方々も折り方を習い宝船を
作りました。

感謝
状




